
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年2月8日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 日特建設株式会社 上場取引所 東 
コード番号 1929 URL http://www.nittoc.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 中森 保
問合せ先責任者 （役職名） 執行役員 管理本部経理部長 （氏名） 川口 利一 TEL 03-3542-9123
四半期報告書提出予定日 平成23年2月10日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 31,387 △17.2 131 ― △163 ― △172 ―
22年3月期第3四半期 37,905 22.6 △159 ― △304 ― △343 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △1.61 ―
22年3月期第3四半期 △2.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 32,720 7,932 24.2 43.47
22年3月期 35,374 8,269 23.4 45.22

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  7,932百万円 22年3月期  8,269百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
(注２）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況について
は、後述の「種類株式の配当状況」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
1.00 1.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,800 △8.2 1,770 6.6 1,520 1.3 1,430 △1.0 10.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異
なる結果となる可能性があります。 

4.  その他 詳細は、【添付資料】P.2「定性的情報・財務諸表等」をご覧ください。

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 135,677,164株 22年3月期  135,677,164株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  265,118株 22年3月期  258,079株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 135,415,993株 22年3月期3Q 135,424,452株



  種類株式の配当の状況 

  普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

 (注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  発行済株式数(乙種優先株式) 

  期末発行済株式数 ： 23年３月期第３Ｑ  10,000,000株 

  

  
１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

 乙種優先株式      

22年3月期  －  －  － － － － 14 61  14  61

23年3月期  －  －  － － － －

23年3月期（予想） 6 10  6  10
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国等の新興国向けを中心とした輸出の回復や政府の経済対策

の後押しなどにより、緩やかな回復基調にありましたが、輸出の伸びに鈍化が見られるようになったことや円高傾向が

続くなど、景気の先行きは依然として不透明なまま推移しました。 

建設業界におきましては、民間設備投資についてはやや持ち直してきていますが、公共建設投資については、国の

今年度の公共事業関係費が大幅に削減された影響で、引き続き厳しい受注環境となりました。 

このような事業環境において、当社グループは経営理念「基礎工事における総合技術力と効率的な経営で、安全・

安心な国土造りに貢献する会社」の追求、経営ビジョン「信頼される技術力に培われた、環境・防災工事を主力とした

基礎工事のエキスパート」の実現のため、経営方針、事業戦略に基づき諸施策を推進してまいりました。 

その結果、受注高は公共建設投資の削減、受注競争の激化、採算を重視した選別受注により37,855百万円（前年同

期比13.6％減）となり、それに伴い、売上高は31,387百万円（前年同期比17.2％減）となりました。利益面では、選別

受注による利益率の改善、経費削減、工事代金回収促進による支払利息の削減、貸倒引当金戻入益により、営業利益は

131百万円（前年同期は営業損失159百万円）、経常損失は、金融費用が増えたものの営業利益の改善により163百万円

（前年同期は経常損失304百万円）、四半期純損失は172百万円（前年同期は四半期純損失343百万円）となりました。 

当社グループの売上高は、通常の受注形態として第４四半期に完成する工事の割合が大きく、業績に季節的変動が

あります。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が32,720百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,654百

万円減少しております。主な増減内容としては、流動資産で、現金預金が1,685百万円、未成工事支出金が2,956百万円

増加し、受取手形・完成工事未収入金等が7,233百万円減少しております。 

    負債合計は、24,787百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,316百万円減少しております。主な増減内容として

は、流動負債で、支払手形・工事未払金等が2,716百万円、短期借入金が4,210百万円減少し、未成工事受入金が2,182

百万円、固定負債で長期借入金が3,200百万円増加しております。なお、平成20年１月に締結したシンジケートローン

の契約期日が平成22年12月に到来したことにより、運転資金の効率的な調達を目的とし、平成22年同月に取引銀行４

行と総額68億円のシンジケートローン契約を締結しております。   

純資産合計は7,932百万円となり、前連結会計年度末に比べ337百万円減少しております。これは主に、当第３四半

期累計で純損失を172百万円計上し、乙種優先株式の配当を146百万円実施したことによるものであります。 

   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月11日に公表いたしました通期連結業績予想につきましては変更ありません。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

（１）重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ①簡便な会計処理の算定方法 

 ・たな卸資産の評価方法 

   四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し第２四半期連結会計期間末に係る

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 ・固定資産の減価償却費の算定方法 

   減価償却費の算定の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算出する方法によっております。 

 ・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予想やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

 ②四半期連結財務諸表の作成における特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除却債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  

  

  

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,856 7,170

受取手形・完成工事未収入金等 10,963 18,197

商品及び製品 6 4

販売用不動産 0 9

未成工事支出金 4,474 1,517

材料貯蔵品 185 124

その他 521 418

貸倒引当金 △140 △176

流動資産合計 24,867 27,266

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,230 1,291

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 200 280

土地 5,344 5,349

リース資産（純額） 29 48

その他（純額） 2 2

有形固定資産計 6,807 6,971

無形固定資産   

その他 233 239

無形固定資産計 233 239

投資その他の資産   

投資有価証券 450 539

その他 484 569

貸倒引当金 △124 △211

投資その他の資産計 810 897

固定資産合計 7,852 8,107

資産合計 32,720 35,374

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 11,059 13,776

短期借入金 600 4,810

未成工事受入金 4,168 1,986

リース債務 26 32

完成工事補償引当金 63 79

工事損失引当金 57 52

賞与引当金 136 289

その他 883 1,347

流動負債合計 16,996 22,374



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 3,200 －

リース債務 38 44

繰延税金負債 35 47

退職給付引当金 3,949 3,885

その他 567 752

固定負債合計 7,790 4,729

負債合計 24,787 27,104

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,052 6,052

資本剰余金 1,753 3,753

利益剰余金 140 △1,541

自己株式 △65 △64

株主資本合計 7,881 8,199

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 51 70

評価・換算差額等合計 51 70

純資産合計 7,932 8,269

負債純資産合計 32,720 35,374



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高   

完成工事高 37,819 31,310

その他の事業売上高 85 77

売上高合計 37,905 31,387

売上原価   

完成工事原価 33,901 27,602

その他の事業売上原価 42 39

売上原価合計 33,943 27,641

売上総利益   

完成工事総利益 3,918 3,707

その他の事業総利益 43 38

売上総利益合計 3,961 3,746

販売費及び一般管理費 4,121 3,614

営業利益又は営業損失（△） △159 131

営業外収益   

受取利息 3 1

受取配当金 8 11

特許関連収入 22 12

その他 13 5

営業外収益合計 46 31

営業外費用   

支払利息 153 117

シンジケートローン手数料 － 189

その他 38 18

営業外費用合計 192 326

経常損失（△） △304 △163

特別利益   

前期損益修正益 6 －

固定資産売却益 31 1

貸倒引当金戻入額 － 45

償却債権取立益 18 22

その他 1 2

特別利益合計 58 71

特別損失   

固定資産除売却損 6 4

減損損失 10 －

特別損失合計 16 4

税金等調整前四半期純損失（△） △263 △96

法人税、住民税及び事業税 80 75

法人税等合計 80 75

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △172

四半期純損失（△） △343 △172



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高   

完成工事高 15,210 12,413

その他の事業売上高 45 34

売上高合計 15,256 12,447

売上原価   

完成工事原価 13,365 10,936

その他の事業売上原価 25 22

売上原価合計 13,391 10,959

売上総利益   

完成工事総利益 1,845 1,476

その他の事業総利益 20 11

売上総利益合計 1,865 1,488

販売費及び一般管理費 1,254 1,221

営業利益 611 266

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 3 4

特許関連収入 9 5

その他 2 1

営業外収益合計 16 11

営業外費用   

支払利息 48 34

シンジケートローン手数料 － 189

その他 29 6

営業外費用合計 78 231

経常利益 549 46

特別利益   

固定資産売却益 29 －

償却債権取立益 1 3

特別利益合計 30 3

特別損失   

固定資産除売却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 580 49

法人税、住民税及び事業税 29 20

法人税等合計 29 20

少数株主損益調整前四半期純利益 － 29

四半期純利益 550 29



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △263 △96

減価償却費 198 189

減損損失 10 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △104 △123

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △15 △16

工事損失引当金の増減額（△は減少） 46 4

賞与引当金の増減額（△は減少） △92 △152

退職給付引当金の増減額（△は減少） 200 64

受取利息及び受取配当金 △11 △13

支払利息 153 117

有形固定資産除売却損益（△は益） △25 3

売上債権の増減額（△は増加） 4,814 7,233

販売用不動産の増減額（△は増加） － 9

未成工事支出金の増減額（△は増加） △2,254 △2,956

その他の資産の増減額（△は増加） 598 △81

仕入債務の増減額（△は減少） △1,420 △2,716

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,276 2,182

その他の負債の増減額（△は減少） △1,164 △574

その他 － △2

小計 2,947 3,071

利息及び配当金の受取額 11 13

利息の支払額 △203 △153

法人税等の支払額 △121 △113

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,634 2,817

投資活動によるキャッシュ・フロー   

無形固定資産の取得による支出 △23 △0

有形固定資産の取得による支出 △11 △16

有形固定資産の売却による収入 35 6

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 0 －

非連結子会社の清算による収入 － 60

貸付金の回収による収入 3 2

投資活動によるキャッシュ・フロー 2 51

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,476 －

長期借入れによる収入 － 3,800

長期借入金の返済による支出 △1,039 △4,810

リース債務の返済による支出 △15 △26

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 － △146

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,530 △1,182

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 106 1,685

現金及び現金同等物の期首残高 5,933 7,170

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,040 8,856



 該当事項はありません。  

  

  

 【事業の種類別セグメント情報】 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月1日 至 平成21年12月31日） 

   全セグメントの売上高の合計、営業損失の合計額に占める建設事業の割合がいずれも90％を超えているため、

   事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

 【所在地セグメント情報】 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月1日 至 平成21年12月31日） 

    在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 【海外売上高】 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月1日 至 平成21年12月31日） 

    海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 【セグメント情報】 

   当社グループは、建設事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

 （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21 

  年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号   

 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

 平成22年5月21日開催の当社取締役会において、資本政策及び財務戦略上の柔軟性・機動性の確保のための施策

の一環として「資本準備金の額の減少・剰余金の処分」を決議するとともに、これを平成22年６月29日開催の当

社第63期定時株主総会に上程し承認をいただきましたが、概要は下記のとおりとなっております。 

  

 ①会社法第448条第１項の規定に基づき、平成22年３月31日現在の資本準備金3,753百万円の内2,000百万円を取

り崩し、その他資本剰余金へ振り替えた結果、減少後の資本準備金は1,753百万円、その他資本剰余金は2,000百

万円となりました。 

 ②会社法第452条の規定に基づき、繰越利益剰余金のマイナス解消のため、上記資本準備金振り替え後のその他

資本剰余金2,000百万円の内、1,584百万円を減少し、同額を繰越利益剰余金に振り替えた結果、振り替え後のそ

の他資本剰余金は415百万円、繰越利益剰余金は0円となりました。 

  

 また、当社は、「新中期経営計画（３カ年計画）」の最終年度を経た後に普通株式の復配を目指しておりま

す。 

普通株式の早期復配の実現に向けた環境整備の一環として、平成22年６月30日付で資本準備金振り替え後のその

他資本剰余金から乙種優先株式に累積末配当金を含め146百万円の配当を実施したことにより、その他資本剰余金

は269百万円となりました。 

  

 以上のとおり、平成22年３月期に計上された繰越欠損は解消され、平成23年３月期の業績により普通株式の配

当が可能となることから、期末１株当たりの期末配当予想を1円としております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

  

  受注高（連結）の状況 

                                                                     （単位：百万円） 

  

  

４．補足情報

区 分 

前第3四半期累計期間  

 自 平成21年 ４月 １日 

   当第3四半期累計期間

 自 平成22年 ４月 １日 

至 平成22年12月31日 

増 減 

至 平成21年12月31日  

金額 比率（％） 金額 比率（％） 金額 増減率（％） 

基礎  37,724  86.1  34,230  90.4  △ 3,493  △ 9.3

土木  5,792  13.2  3,346  8.9  △2,446  △ 42.2

建築  6  0.0            -               -  △6            - 

地質コンサルタント  210  0.5     201    0.5   △8    △ 4.2

その他  85  0.2  77  0.2  △8  △ 10.3

計  43,819  100.0  37,855  100.0  △ 5,963  △ 13.6
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